
　
日
本
赤
十
字
社
は
、
登
別
市
地
区

の
事
務
局
を
市
保
健
福
祉
部
社
会
福

祉
グ
ル
ー
プ
に
置
き
、
『
国
内
災
害

救
護
』
と
『
救
急
法
等
の
講
習
』
、

『
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
の
３
つ

の
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
資
金
は
、
北
海
道
支
部
か
ら

の
交
付
金
を
原
資
と
し
て
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
国
内
災
害
救
護
事
業

　
登
別
市
地
区
で
は
、
６
月
30
日
ま

で
『
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援

金
』
の
募
集
を
行
い
、
市
民
の
方
か

ら
多
く
の
義
援
金
を
受
け
取
り
ま
し

た
。
こ
の
義
援
金
を
、
日
本
赤
十
字

社
か
ら
各
被
災
県
に
設
置
さ
れ
た
義

援
金
配
分
委
員
会
を
通
じ
て
全
額
現

地
に
届
け
ま
す
。

　●
救
急
法
等
の
講
習
事
業

　
年
に
一
度
、
赤
十
字
救
急
法
と
赤

十
字
雪
上
安
全
法
の
各
講
習
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
赤
十
字
救
急
法
は
、

傷
病
者
を
正
し
く
救
護
し
、
医
師
や

救
急
隊
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
救
命
・

応
急
手
当
て
を
行
う
も
の
で
す
。

　
赤
十
字
雪
上
安
全
法
は
、
雪
を
活

用
し
て
健
康
の
増
進
を
図
り
、
雪
上

の
事
故
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
知
識

と
技
術
を
習
得
す
る
も
の
で
す
。

●
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

　
登
別
市
地
区
に
は
、
『
登
別
市
赤

十
字
奉
仕
団
』
、
『
登
別
市
点
訳
赤

十
字
奉
仕
団
』
、
『
登
別
市
ス
キ
ー

パ
ト
ロ
ー
ル
赤
十
字
奉
仕
団
』
の
３

つ
の
奉
仕
団
が
あ
り
ま
す
。

市
の
奉
仕
団
の
活
動
内
容
は
？

●
登
別
市
赤
十
字
奉
仕
団

　
登
別
市
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
昭
和

46
年
２
月
に
登
別
分
団
が
、
昭
和
59

年
９
月
に
片
倉
分
団
と
富
浦
分
団
が

発
足
し
ま
し
た
。

　
総
合
防
災
訓
練
に
お
け
る
炊
き
出

し
訓
練
や
災
害
の
際
の
炊
き
出
し
な

ど
、
災
害
時
を
中
心
に
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
ほ
か
、
平
常
時
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
富
浦
分
団
は
解
散
、
片
倉

分
団
は
休
団
し
て
い
る
状
況
で
す
。

●
登
別
市
点
訳
赤
十
字
奉
仕
団

　
登
別
市
点
訳
赤
十
字
奉
仕
団
は
、

昭
和
61
年
に
発
足
し
、
市
や
登
別
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
広
報
、
バ
ス
や

Ｊ
Ｒ
の
時
刻
表
な
ど
の
点
訳
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
視
覚
障
が
い
者
か
ら
の
個

別
の
要
請
に
も
応
え
る
な
ど
、
地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
第
２
土
曜
日
と
第

４
土
曜
日
の
月
２
回
、
登
別
中
央

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ニ

ス
（
中
央
町
４
丁
目
11
）
で
初
心
者

点
訳
講
習
を
開
催
し
、
点
訳
活
動
の

周
知
と
団
員
の
増
員
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
登
別
市
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル

　赤
十
字
奉
仕
団

　
登
別
市
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
赤
十

字
奉
仕
団
は
、
昭
和
59
年
に
発
足
し
、

サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
を
活
動
拠
点

と
し
て
、
ス
キ
ー
場
で
の
事
故
防
止

啓
発
や
、
応
急
手
当
て
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
団
員
は
、
赤
十
字
雪
上
安
全
法
の

講
師
を
務
め
る
ほ
か
、
団
員
自
身
も

定
期
的
に
講
習
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
技
術
や
知
識
の
研
鑽
に

励
み
、
人
材
の
育
成
に
も
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー

場
で
、
第
45
回
北
海
道
ス
キ
ー
パ
ト

ロ
ー
ル
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

あ
な
た
の
力
を
必
要
と
し
て
い
る

人
が
い
ま
す

　
命
を
つ
な
ぐ
活
動
を
し
て
い
る
登

別
市
地
区
の
各
種
赤
十
字
奉
仕
団
。

発
足
か
ら
現
在
ま
で
熱
心
に
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
団
員
の
減
少

に
よ
り
活
動
の
縮
小
を
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
各
種
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、
災
害

の
炊
き
出
し
や
点
訳
活
動
、
ス
キ
ー

場
で
の
事
故
防
止
活
動
な
ど
を
行
う

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
社
会
福
祉
グ
ル
ー
プ
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
別
市
地
区
の
活
動

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
１
９
１
１
）

片倉分団では、炊き出しや救援活動
をはじめ、各種ボランティア活動を
行ってきました。
特に印象に残っているのは、平成24
年11月の猛吹雪による大停電の時のボ
ランティア活動です。停電が続く中で
温かい食事を避難者に届けたいという
思いから、登別市社会福祉協議会やの
ぼりべつ元鬼協議会の協力を得て、炊
き出しの支援活動を行いました。
そのときの皆さんの笑顔やありがと
うの言葉に、心からやりがいを感じた
ことを覚えています。
今後も、同じ志を持った仲間ととも
にボランティア活動をしていきたいと
思っています。

登別市赤十字奉仕団
片倉分団の団員とし
て10年間活躍。

松
まつ

平
だいら

昭
あき

子
こ

さん

▲�長年にわたる活動について表彰を受けるス
キーパトロール赤十字奉仕団

▲�平成27年度に創立30周年を迎えた点訳赤十
字奉仕団
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